
学校側へご提供いただけるもの
・概論説明（担当者が学校へ伺い、５０分程度で進め方をご説明します。）
・英字新聞制作のためのテキスト（PDFファイル）
・テキストに対応した映像（PC,タブレット、スマホで視聴可能）
・生徒の英文記事へのアドバイス（紙面に掲載される記事のみ対象、校正ではありません。）
・新聞のフォーマット（Microsoft Wordのデータ）

学校負担費用 　有料 *協賛金を集める等の費用調達方法のご相談を承ります。

企業のＷＩＮ

・異なる文化的背景を持つ人を理解し、協同して課題解決に取り組める人を育成する活
動を行うという設立趣旨の具体化したプログラムです。

学校のＷＩＮ

・プログラムのねらいの３つを、生徒が学ぶ機会になります。
・新学習指導要領の趣旨にも合致する形で、学校の取り組みを対外的にアピールできます。

・学年全体での取り組みでない場合の、希望者、希望する部活などの募集。
・チーム編成とテーマ決め。
・プロジェクト進行中のファシリテーターとしての役割。

連絡先

部署名 事務局

担当者 櫻井淳二 ＷＥＢ https://www.sekisaibo.co.jp/

電　話 090-4176-5842 e-mail sakurai@geic.jp

学校地域ＷＩＮ－ＷＩＮプロジェクト　教育プログラム

英字新聞制作プロジェクト

学校側に整えてもらいたい設備・環境

①概論説明の時に、プロジェクターをご用意ください。
②Microsoft Wordが使えるPC（原稿作成や編集で使います。）
③生徒が個別に使えるタブレットやPCがあれば、利用方法をご相談させてください。
＊③はその環境があれば活用するということで、必須ではありません。

学校側への依頼事項

会社名 一般社団法人グローバル教育情報センター

プログラム名

・メディア制作を体験し、メディアを通じて情報がどうのように伝えられるかを理解する。
・協同作業を行うことで、背景の異なる人とのコミュニケーション力を養う。
・英文による情報発信を経験して、ライティングへのモチベーションを高める。

プログラムの内容

①テーマ決定（例：地域紹介、課題研究、学校紹介など）
②役割分担とチーム編成（５～８程度のチームで、取材、記事作成を行う。）
③取材とその結果の共有（情報の不足や重複をお互いに指摘する）
④記事作成とその共有（お互いに内容を確認する）
⑤紙面レイアウト

対象生徒 高校生

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
所要時間
実施場面

５０分×１０コマ

プログラムのねらい

学年全体、学年を越えた希望者募集、部活動などの

事例があり、参加方法はご相談できます。

１０コマのほとんどは編集会議で、テーマと取材先、取材結

果、原稿の共有とページ割、編集を行います。取材や原稿

作成、紙面編集は担当する生徒が個別に行います。


